
 

数学科（ 実践数学 ）学習指導案 

年月日 平成 ２８ 年 ６ 月 １７ 日（ 金 ）第 ２ 時限 

年 次  ３年次 講 座 ３０２ 教 室 ３０２ＨＲ 指導者 砂田 佳範 

単 元 第１１章 数列 教科書 数学就職問題集（愛媛県高等学校教育研究会）  

指 

導 

目 

標 

１ 数列の規則性を発見し、適当な値を求め

ることができるようにする。 

２ 物事を数学的に考えさせ、日常生活にお

いて必要とされる数学的能力を身に付け

させる。 

指 

導 

計 

画 

１ 比と歩合・・・・・・・・・・・・・・・・２時間 

２ 数と式の計算・・・・・・・・・・・・・・３時間 

３ １次方程式と１次関数・・・・・・・・・・・６時間 

４ 数列・・・・・・・・・・・・・・・・・３時間 

（本時はその２） 

５ ２次方程式と２次関数・・・・・・・・・・６時間 

６ 不等式・・・・・・・・・・・・・・・・・２時間 

７ 三角比と三角関数・・・・・・・・・・・・１時間 

本 

 

 

時 

 

 

の 

 

 

指 

 

 

導 

 

 

過 

 

 

程 

主題  数列 

目標  数列の規則を把握させ、数列の和を求めさせる。 

課題  小テストの勉強をしてくる。 

学  習  活  動 時間 指導上の留意事項 資料、評価規準等 

導 

入 

１ 小テストを実施する。 

 

２ 本時の目標を確認する。 

１０ 

 

・もとにする量、比べる量、割

合を文章から見つけさせる。 

 

 

展 

 

 

 

 

 

開 

１ 様々な数列の項の値を求め

る。 

  

 

２ 等差数列の和の求め方を

説明する。 

 

 

 

 

 

３ 問題演習を行う。 

 

 

１０ 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

・数列の規則性に気付かせる。 

 

 

 

・数列の和を図で表し、前後逆

にしたものを組み合わせる

ことにより、数列の和の求め

方を理解させる。 

・等差数列の和を一般化させる。 

 

 

・初項、末項、項数を見つけさ

せ、等差数列の和を求めさせ

る。 

 

 

・パソコン 

・プロジェクタ 

 

【評価規準】 

○数列の和を求めることが 

 できる。 ＜知識・理解＞ 

 

【評価方法】 

○演習問題 

○机間指導 

整 

理 

１ 本時のまとめを行う。 

２ 次時の学習内容を確認する。 

 ５ ・本時の内容を理解できている

か確認させる。 

 

備考 生徒数  男子１７名・女子１９名  計３６名 

 


